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連
載
 第
１
回
　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
分
か
ち
合
う
 仕
事
も
家
庭
も
喜
び
も

　
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
少
子
・
高
齢
化
や
景
気
の
低
迷
、
価
値
観
の
多
様

化
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
変
化
は
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
一
人
一
人
の
生
活
を
守
り
な
が
ら
、
男
性
と
女
性
が
共
に
協
力
し
、
活
力
あ

る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
必
要
性
と
現
状
を
紹
介
し
ま
す
。

重
要
で
す
。

　
し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
、

●
安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経

　
済
的
な
自
立
が
で
き
な
い

●
仕
事
に
追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労

　
か
ら
健
康
を
害
し
か
ね
な
い
　

●
仕
事
と
子
育
て
や
親
の
介
護
と

　
の
両
立
に
悩
む
　
　
　
　
　
　

な
ど
、
仕
事
と
暮
ら
し
と
の
間
で

悩
み
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
働
く
こ
と

の
将
来
へ
の
不
安
や
、
豊
か
さ
を

実
感
で
き
な
い
と
い
う
新
た
な
問

題
も
引
き
起
こ
し
て
お
り
、
社
会

の
活
力
の
低
下
や
少
子
化
、
人
口

減
少
と
い
う
現
象
に
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
一
方
、
仕
事
や
生
活
へ
の
希
望

は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
子
育
て
し
な
が
ら
仕
事
を
し
た

い
」
、「
親
を
介
護
し
な
が
ら
仕
事

が
し
た
い
」
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

趣
味
に
使
う
時
間
を
確
保
し
な
が

ら
仕
事
が
し
た
い
」
な
ど
、
人
生

の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
や
事
情
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
（
図
１
）。

　
現
在
の
社
会
で
は
、
男
性
も
女

性
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

個
性
や
能
力
を
十
分
に
生
か
し
、

意
欲
に
応
じ
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

活
躍
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た

め
に
は
、
男
性
も
女
性
も
働
き
方

な
ど
を
見
直
し
、
仕
事
場
や
家
庭
、

地
域
な
ど
で
、「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）
」
を
取
る
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　　
本
来
、
仕
事
は
、
わ
た
し
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
や

喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　
一
方
、
家
事
や
育
児
、
趣
味
、

友
達
と
の
付
き
合
い
な
ど
も
、
暮

ら
し
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
す
。

　
生
き
が
い
や
喜
び
に
満
ち
た
よ

り
良
い
人
生
を
送
る
た
め
に
は
、

そ
の
両
方
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

　
働
く
一
人
一
人
が
、
仕
事
も
生

活
も
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め

の
大
切
な
方
法
、
そ
れ
が
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
」
だ
と
い
え
ま
す
。

※
内
閣
府
に
「
仕
事
と
生
活
の
調

 登
米
市
の
取
り
組
み

　

仕
事
と
生
活
の
調
和

（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

【
問
い
合
わ
せ
】

　
企
画
部
市
民
活
動
支
援
課

　

０
２
２
０
（
　
）
２
１
７
３

２２

「
カ
エ
ル
！
ジ
ャ
パ
ン
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト

　
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
」
を
一
層

効
果
的
に
進
め
る

た
め
、
内
閣
府
で

は
「
カ

エ

ル
！

ジ
ャ
パ
ン
」
と
い

う
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
や
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
作
成
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
会
議
は
み
ん
な
で
1

時
間
と
決
め
て
み
る
」
な
ど
、
仕

事
の
や
り
方
を
何
か
一
つ
、
今
日

か
ら
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
、
平
成
　
年
２
月
に

１９

「
登
米
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
」
を
策
定
し
、
こ
の
計
画
に
基

づ
き
　
年
３
月
に
「
登
米
市
男
女

２０

共
同
参
画
行
動
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
基
本
計
画
や
行

動
計
画
を
基
に
「
仕
事
と
生
活
の

調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
）」を
推
進
す
る
各
種
事
業
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
市
が
共
に
考
え
行
動
す

る
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

よ
う
と
　
月
　
日
、
中
田
農
村
環

１１

１６

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
、
宮
城
大
学
山
田
副

学
長
の
基
調
講
演
や
対
談
、「
子

ど
も
た
ち
が
考
え
る
登
米
市
の
未

来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
式

と
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

総
合
支
所
、
公
民
館
な
ど
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
８

◆
未
来
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル

　
受
賞
作
品
一
覧

小
学
生
部
門

【
最
優
秀
賞
】　

　
米
岡
小
学
校
６
年
１
組

【
優
秀
賞
】

　
中
津
山
小
学
校
６
年
１
組

　
　
豊
か
さ
チ
ー
ム

【
優
良
賞
】

　
横
山
小
学
校
５
年
１
組

　
　
横
山
伝
統
芸
能

中
学
生
部
門

【
優
秀
賞
】

　
登
米
中
学
校
１
年
A
チ
ー
ム

【
優
良
賞
】

　
登
米
中
学
校
１
年
B
チ
ー
ム

和
推
進
室
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。　

【図１】ワーク・ライフ・バランスの希望と現実（H18調査）

【資料】内閣府「男女共同参画局パンフレット」
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お
正
月
は
も
ち
を
食
べ
る
機
会

が
多
く
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
毎

年
の
ど
に
も
ち
を
詰
ま
ら
せ
る
事

故
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
す
る
場

合
は
詰
ま
ら
せ
た
可
能
性
が
高
い

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

※
の
ど
を
自
分
の
手
で
押
さ
え
、

　
声
を
出
せ
な
い
状
態

※
の
ど
を
か
き
む
し
っ
た
り
す
る

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
す
ぐ
に

１
１
９
番
通
報
し
、
応
急
処
置
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
意
識
が
あ
る
場
合
は
横
向
き
に

　
寝
か
せ
、
の
ど
を
真
っ
す
ぐ
に

　
伸
ば
し
背
中
を
強
く
た
た
く
。

◆
意
識
が
な
い
場
合
は
、
心
肺
蘇

　
生
法
を
行
う
。

◎
高
齢
者
や
幼
児
に
も
ち
を
食
べ

　
さ
せ
る
際
は
「
食
材
を
小
さ
く

　
切
る
」
「
汁
を
多
く
す
る
」
な

　
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

市
ス
ポ
ー
ツ
＆

　
入
賞
情
報
（
敬
称
略
）
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④
の
ど
に
物
が

　
詰
ま
っ
た
ら

平
成
　
年
度

20

全
国
体
育
指
導
委
員
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）・

１１

２７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
（
金
）

２８

　
■
会
　
場
　
千
葉
県
千
葉
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　「
幕
張
メ
ッ
セ
」

【
　
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰
】

３０　藤
森
守
（
米
山
）

第
９
回
冬
季
み
や
ぎ

弓
の
里
A
１
カ
ッ
プ

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

１４

　
■
会
　
場
　
迫
体
育
館

平
成
　
年
度

20

第
　
回
竹
駒
産
業
文
化
賞
 

５４
  ■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

２３

   ■
会
　
場
　
岩
沼
市

　
　
　
　
　
　
　
　「
竹
駒
崇
敬
会
館
」

【
個
人
・
第
１
部
門
・
農
業
】

　
佐
々
木
光
榮
（
津
山
）

第
４
回
登
米
市
水
の
里
杯

空
手
道
競
技
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
日
）

１２

１４

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
小
学
校
１
・
２
年
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
千
葉
良
樹
（
中
田
）

　
第
３
位
　
千
葉
駿
介
（
米
山
）

【
小
学
校
３
・
４
年
男
子
個
人
組
手
】

　
第
３
位
　
千
葉
宏
樹
（
中
田
）

【
小
学
校
５
・
６
年
男
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
熊
谷
強
磨
（
迫
）

　
第
２
位
　
織
田
和
真
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
々
木
彪
雅
（
迫
）

【
小
学
校
５
・
６
年
女
子
個
人
組
手
】

　
第
２
位
　
菅
原
彩
花
（
中
田
）

【
中
学
校
男
子
個
人
組
手
】

　
第
２
位
　
千
葉
佑
樹
（
中
田
）

　
第
３
位
　
工
藤
開
（
迫
）

【
中
学
校
女
子
個
人
組
手
】

　
第
１
位
　
武
川
樹
吏
（
南
方
）

第
　
回
全
国
中
学
生
人
権

２８
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
県
大
会
 

  ■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２８

   ■
会
　
場
　
仙
台
市
「
東
北
電
力

　
　
　
　
　
　
　
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
」

優
秀
賞

　「
心
の
壁
を
な
く
す
た
め
に
」

　
　
菊
地
梓
（
登
米
中
３
年
）

平
成
　
年
度

２０

文
化
財
功
労
者
表
彰

　
■
開
催
日
　
　
月
　
日
（
木
）

１１

２０

　
■
会
　
場
　
多
賀
城
市

　
　
　
　
　
　
　「
東
北
歴
史
博
物
館
」

【
文
化
財
保
護
功
労
者
表
彰
】

　
秋
山
英
俊
（
登
米
）

　
阿
部
昭
夫
（
登
米
）

　
鈴
木
幸
次
郎
（
豊
里
）

　
三
浦
芳
之
（
迫
）

第
　
回
登
米
市

２４
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

学
年
別
選
手
権
大
会

　
■
開
催
日
　
　
月
７
日
（
日
）

１２

　
■
会
　
場
　
登
米
総
合
体
育
館
　

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
及
川
魁
（
中
田
）

　
第
２
位
　
菅
原
潤
（
迫
）

　
第
３
位
　
加
藤
隼
也
（
迫
）

　
　
　
　
　
上
野
賢
人
（
迫
）

【
小
学
３
年
生
以
下
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
文
俊
美
（
南
方
）

　
第
２
位
　
芳
賀
明
日
花
（
東
和
）

　
第
３
位
　
阿
部
佳
乃
（
東
和
）

　
　
　
　
　
佐
藤
彩
理
（
迫
）

【
小
学
４
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
阿
部
航
大
（
東
和
）

　
第
２
位
　
佐
藤
太
寅
（
東
和
）

　
第
３
位
　
佐
藤
俊
希
（
中
田
）

　
　
　
　
　
及
川
幸
翼
（
中
田
）

【
小
学
４
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
五
十
嵐
千
乃
（
迫
）

　
第
２
位
　
大
山
真
由
子
（
迫
）

　
第
３
位
　
菅
原
千
尋
（
石
越
）

　
　
　
　
　
千
葉
る
い
（
石
越
）

【
小
学
５
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
鎌
田
陸
（
迫
）

　
第
２
位
　
小
野
寺
貫
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
優
茉
（
南
方
）

　
　
　
　
　
佐
藤
太
朗
（
東
和
）

【
小
学
５
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
横
山
稀
理
（
迫
）

　
第
２
位
　
狩
野
里
美
（
迫
）

　
第
３
位
　
遠
藤
千
冬
（
迫
）

　
　
　
　
　
文
俊
姫
（
南
方
）

【
小
学
６
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
熊
谷
祐
汰
（
中
田
）

　
第
２
位
　
関
泰
作
（
中
田
）

　
第
３
位
　
佐
藤
慎
也
（
中
田
）

　
　
　
　
　
阿
部
巴
哉
（
中
田
）

【
小
学
６
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
美
乃
（
中
田
）

　
第
２
位
　
金
歩
美
（
中
田
）

　
第
３
位
　
岩
城
亜
美
（
中
田
）

【
中
学
１
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
千
葉
康
太
郎
（
迫
）

　
第
２
位
　
大
山
真
央
（
迫
）

　
第
３
位
　
熊
谷
尚
敏
（
迫
）

　
　
　
　
　
菅
原
卓
俊
（
迫
）

【
中
学
１
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
八
嶋
千
尋
（
登
米
）

　
第
２
位
　
八
島
美
幸
（
迫
）

　
第
３
位
　
梁
川
明
日
香
（
登
米
）

　
　
　
　
　
堺
す
み
れ
（
迫
）

【
中
学
２
年
生
の
部
男
子
】

　
第
１
位
　
横
山
和
樹
（
迫
）

　
第
２
位
　
佐
藤
建
汰
（
迫
）

　
第
３
位
　
及
川
郁
弥
（
中
田
）

　
　
　
　
　
三
浦
一
真
（
中
田
）

【
中
学
２
年
生
の
部
女
子
】

　
第
１
位
　
及
川
佳
代
（
中
田
）

　
第
２
位
　
菅
原
沙
彩
（
迫
）

　
第
３
位
　
渡
部
静
（
米
山
）

　
　
　
　
　
岩
渕
由
紀
（
米
山
）

　
お
わ
び
と
訂
正

　
広
報
　
月
１
日
号
、
ス
ポ
ー
ツ
＆
各

１１

種
入
賞
記
事
情
報
（
８
ペ
ー
ジ
）
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

・
登
米
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
　
第
２
位

　（
正
）
佐
沼
中

　（
誤
）
東
和
中

【
リ
カ
ー
ブ
男
子
総
合
】

　
第
１
位
　
山
田
卓
（
東
和
）

　
第
２
位
　
小
野
寺
公
正
（
東
和
）

【
リ
カ
ー
ブ
少
年
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
山
田
卓
（
東
和
）

　
第
３
位
　
只
野
巧
大
（
東
和
）

【
リ
カ
ー
ブ
成
年
男
子
の
部
】

　
第
１
位
　
小
野
寺
公
正
（
東
和
）

【
リ
カ
ー
ブ
成
年
女
子
の
部
】

　
第
２
位
　
及
川
万
希
（
東
和
）


